
琉球大学教授高良倉吉氏は、「歴史を生きた人々

への眼差し」で、次のように記しておられます。

「大河ドラマ『琉球の風』（1993年放映）の原作

を陳舜臣先生が書き下ろすことになりました、との

連絡がＮＨＫから入った（中略）。このテーマを短

期決戦で書けるのは実績から見て陳先生しかいない

はずだ、と助言していたので、そのとおりになった

ことはうれしかった」

つまり、ＮＨＫ大河ドラマ『琉球の風』は、原作

があっての企画ではなく、先に、沖縄の施政権返還

20年を記念するＮＨＫの企画があっての執筆だった

ことがわかります。

戦乱にあけくれた日本が、ようやく統一。あたら

しい政権が誕生します。中国(当時は明)との友好関

係の中で、平和な日々を過ごしていた琉球の人々が、

「琉球の暮しを大きく変えることがおこるだろう」

「薩摩が琉球を攻める。･･･ま、五年以内だろうな」

と薩摩の琉球侵攻を噂する、そんな不穏な時代になっ

てきます。

1606 明より冊封使（さっぽうし）が来る

1609 幕府、島津家久に命じ、琉球に出兵させる

首里、攻略。琉球王尚寧、捕われる

幕府、琉球を島津氏の所管とする

琉球は、中国交易維持のため、王国体制の存続

が認められる。

沖縄を描くにあたって、時代設定をどうしてこの

ような苦難の時代にしたかについて、『大河ドラマ・

ストーリー』「巻頭座談会」で、陳さんは次のよう

に語っています。

「沖縄が元気だった時代をなぜ書かないのかと、

いろいろな方に言われました」「沖縄が元気だった

14、15世紀は、なにか起伏がないんです」「沖縄の

花というんですか、組踊とか久米島の紬とか、いろ

いろなものが島津の侵攻後からなんです。負けたあ

とにということを考えますと、沖縄の人が島津にや

られたことを逆バネにして、ひとつのダイナミズム

をつくった。そのつくったのは誰かというと、若い

人だっただろうと思うんです。だから、今度の皆さ

ん方の役は、私のつくった架空の人ですが、この人

が将来の琉球の道を開いたということにしたんです」

琉球国中山王、尚寧に仕える一方、南海王国－国

家の枠を超えた交易王国－を夢見る琉球の新しい時

代の若者、架空の人物、啓泰が、一応、主人公とい

うことになっています。しかし、読んでいてそうと

も思えないのです。と言って、啓泰に代わる主人公

らしき人物も見あたりません。『阿片戦争』『太平

天国』ほか、多くの陳舜臣作品について言えること

で、しいて言えば、描かれている土地・人々の生活

（風土・文化）、時代が主人公なのです。

これは、陳舜臣作品の長所で、他の歴史小説家の

作品にない魅力ですが、逆に、主人公、登場人物に

感情移入しにくく、一体感、盛り上がりに欠け、大

河ドラマのような茶の間の娯楽向きという点では、

弱点になるのかもしれません。

本号で取り上げた陳舜臣著『琉球の風』の初出は、「小説現代」(講談社)1992年２月号～８月号連載です。

いろんな角度から見ていきます。先ずは、誕生秘話、時代背景、登場人物です。

なお、『ＮＨＫ大河ドラマ・ストーリー 琉球の風』(1993 日本放送出版協会)から、数カ所、引用します

が、以下、『大河ドラマ・ストーリー』と略記いたします。 (編集委員 橘 雄三)
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《１．『琉球の風』誕生秘話》

《２．『琉球の風』に描かれた時代》

《３．『琉球の風』の主人公はだれ？》

中国(明、清)からやってきた冊封使による即位式

「汝を封じて琉球国中山王と為す」
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NHK大河ドラマ「琉球の風」は、史上、唯一の半

年作品となったのですが、その理由として、①陳舜

臣著『琉球の風』は、主人公を中心とした筋の展開、

盛りあがりに欠け、視聴者の心を掴みにくい。あと、

②架空の世界が多すぎる。③ローカル色が強い、な

どと言われています。

逆に、地元の沖縄県では、第１回放送の視聴率は

82％に達しました。また、本放送の５年後、1997年

秋から翌年にかけて、沖縄本土復帰25年を記念して、

NHK総合テレビで全編再放送されました。大河ドラ

マのNHK総合テレビでの再放送は異例とのことです。

また、NHK沖縄放送局は、2019年10月に発生した

首里城火災を受け、これまで首里城を舞台にNHKで

製作放送した番組を５夜連続再放送する企画「名作

シリーズ首里城」の一環として、総集編を、2019年

12月19日・20日、沖縄ローカルで再放送しています。

この作品が、それほど沖縄の人々の心を捉えたの

は、沖縄に対する、陳舜臣さんの優しい眼差しがあっ

たからです。

『大河ドラマ・ストーリー』「巻頭座談会」で、

陳さんは次のように語っています。

陳「泰山という山が中国にありまして、その山を啓

くという感じなんです。孔子廟のある曲阜の近所に

泰山という山があるんです。この山は中国の聖なる

山で、天下を平和に統一した聖天子だけがそこへ行っ

て封禅の儀式をやる資格があるんです。だから、ひ

とつのシンボルなんですね」「それ以外に、啓泰と

いうのは発音しやすいでしょう」

東山「啓泰でよかったです（笑）」

琉球■中国の史書『隋書』(636年)に「流求国」

に関する記述があるが、「流求」が沖縄を指すのか、

台湾を指すのか判別できない。沖縄を指す語として

「琉球」が定着するのは、明の洪武帝の時代から。

沖縄■『唐大和上東征伝』(淡海三船 779年)の

「阿児奈波島」が最初。「おきなは」と表記したの

は長門本『平家物語』であるが、それによって初め

て「沖縄」の文字を使ったのは新井白石の『南島志』

であるといわれている。
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沖縄へのやさしい眼差し『琉球の風』（続）

《４．沖縄へのやさしい眼差し》

■その他の配役紹介

《５．主人公「啓泰」の名はどこから？》

NHK大河ドラマ 「琉球の風」 配役紹介

『大河ドラマ・ストーリー』より転載

《落ち穂拾い》「琉球」と「沖縄」
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協調性こそが新時代を開く 「万国津梁（しんりょう）の鐘」はそのシンボル

第26回主要国首脳会議は、2000年7月21日から23日まで沖縄県名護市の万国津梁館で開催されました。下の

2000年7月19日付朝日新聞夕刊の記事は、この開催に際して掲載された陳舜臣さんの文章です。

下

2000.7.19

朝日新聞夕刊



2020.5.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.7 ＜４＞

淮安は江蘇省北西部、大運河沿いの大きな都市で

す。周恩来の故居があります。私（橘）は、2006年、

この町に「琉球国京都通事鄭文英墓」を訪ねました。

墓の門壁の説明書き。

「鄭文英（1744－1793）別名大嶺親雲上、原籍は福

建長楽。明の洪武二十五年、その祖先は閩地の36姓

人に従い、中国の文化と先進技術を携えて、琉球へ

渡り、その地を開拓した。鄭文英は、その十五世で

ある。清乾隆五十八年（1793年）一月二十三日、鄭

文英は命を受け使者として来貢したが、途上、十一

月十四日、病死し、王営清口駅（今の淮陰区図書館

裏庭）にて埋葬された」

門壁説明書きの「閩地の36姓人」について、 『琉

球の風』から引用します。

「明の太祖の洪武年間(1368-1398)に、明が閩(福建)

人三十六姓を琉球に下賜したといわれている。（中

略）現代ふうにいえば、先進技術のもち主を派遣し

たということにほかならない」

この人たちが住み着いたのが久米村のおこりです。

陳舜臣さんのコスモポリタニズム と 「万国津梁の鐘」

陳舜臣さんは、啓泰を琉球国中山王、尚寧に仕え

る一方、南海王国－国家の枠を超えた交易王国－を

夢見る琉球の新しい時代の若者として描いておりま

す。『琉球の風』から引用します。

「（南海王国だ。･･･）それしかないと啓泰はあらた

めておもった。巴知羅は島津勢力下の「支藩」とし

て、雌伏のあと、徐々に交易で力をつけ、やがて独

立して、南西の雄藩をつくりあげようと考えている。

啓泰は明国の南部まで視座にいれた、交易圏を、現

存の政権のうえにかぶせ、それを南海王国に発展さ

せることをたくらんでいる。（中略）彼が、謝汝烈

とともにつくりあげようとする南海王国には、尚王

家の席は予定されていないのである」

陳さんの描く南海王国、それは、「国家の枠を超

えた交易王国」で、この時代、東アジアに進出して

きた、イギリスやオランダの東インド会社の組織を

も睨んだものだったのでしょう。

『琉球の風』から引用します。薩摩との開戦前夜、

尚寧が抗戦を決定するくだりです。

本号前ページの新聞記事でも陳舜臣さんは、この

鐘に言及しています。沖縄が元気であった時代を象

徴するこの鐘に強い思い入れがおありのようです。

(鐘は沖縄県立博物館・美術館蔵)

《６．南海王国－国家の枠を超えた交易王国－》

《７．「万国津梁の鐘」》
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